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て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

都
市
部
所
管
事
項
、
繰
越
明
許

費
に
つ
い
て
「
令
和
５
年
度
内
の

事
業
完
了
が
見
込
め
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、い
つ
ま
で
か
か
る
の
か
」

と
の
質
疑
に
「
令
和
６
年
度
秋
口

に
終
了
す
る
見
込
み
で
す
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
85
号
、
第
86
号
、
第
87

号
、
第
88
号
、
第
89
号
以
上
５
件

は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
92
号
、
第
94
号
以
上
２

件
は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
91
号
、
第
93
号
、
第
95

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
90
号
は
、
賛
成
少
数
で

否
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
55
号
、
第
67
号
、
第
68

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
96
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
69
号
、
第
70
号
、
第
71

号
、
第
72
号
、
第
73
号
以
上
５
件

は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

▽
議
案
第
97
号
、
第
98
号
以
上
２

件
は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
52
号
、
第
56
号
、
第
74

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

企
画
総
務

民
生
教
育

都
市
環
境

▽
議
案
第
84
号　

令
和
５
年
度

座
間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）

　

総
合
政
策
部
所
管
事
項
、
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

に
つ
い
て
「
こ
こ
数
年
は
７
千
万 

円
台
の
交
付
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
減
額
に
よ
る
補
正
後
の
金

額
は
」
と
の
質
疑
に
「
補
正
後
の

金
額
は
６
６
４
６
万
７
千
円
で

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
大
き
な
額
が
減
額
さ
れ
た 

が
、
そ
の
主
な
理
由
は
何
か
」
と

の
質
疑
に「
南
関
東
防
衛
局
か
ら
、

令
和
５
年
４
月
１
日
に
防
衛
施
設

周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
及
び
同
法
規
則

の
改
正
が
さ
れ
、
普
通
交
付
額
の

人
口
の
増
減
を
評
価
す
る
人
口
増

加
率
の
項
目
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
影
響
と
、
説
明
を
受
け
て

い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し 

た
。
さ
ら
に
、「
人
口
増
加
率
の
項 

目
以
外
に
は
、
ど
の
よ
う
な
配
分

基
準
が
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

「
普
通
交
付
税
と
し
て
面
積
点
数
、

人
口
点
数
、
特
定
防
衛
施
設
の
運

用
点
数
、
地
域
点
数
、
特
定
防
衛

施
設
の
訓
練
点
数
に
よ
り
算
定
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
部
所
管
事
項
、
扶
助
費
に

つ
い
て
「
生
活
保
護
の
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯
や
人
数
は
、
前
年

度
と
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
増
え
て

い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
「
令
和

４
年
４
月
１
日
現
在
だ
と
１
９
１ 

７
世
帯
２
３
９
３
名
で
、
令
和
５

年
４
月
１
日
現
在
だ
と
２
０
１
２

世
帯
２
４
９
４
名
で
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
１
０ 

０
名
ほ
ど
増
え
て
い
る
が
、
最
近

の
社
会
情
勢
か
ら
ど
こ
の
自
治
体

で
も
増
え
て
い
る
と
想
像
す
る
。

保
護
率
を
近
隣
市
と
比
較
し
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
」
と
の
質
疑
に
「
本
市
の
保
護

率
は
、
県
央
８
市
の
中
で
は
政
令

市
を
除
い
て
一
番
高
く
、
18
・
95

パ
ー
ミ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海

老
名
市
は
８
・
45
パ
ー
ミ
ル
、
綾

瀬
市
は
９
・
99
パ
ー
ミ
ル
、
大
和

市
は
15
・
22
パ
ー
ミ
ル
、
厚
木
市

は
14
・
48
パ
ー
ミ
ル
、
相
模
原
市

は
19
・
57
パ
ー
ミ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
護
率
が
高
い
要
因
は
、

生
活
保
護
の
基
準
が
あ
り
、
そ
の

基
準
に
合
う
住
宅
が
多
く
あ
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

く
ら
し
安
全
部
所
管
事
項
、
公

害
対
策
費
に
つ
い
て
「
現
在
、
電

気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
を
無
料

開
放
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

制
限
が
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

「
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
に
、
１ 

回
当
た
り
30
分
程
度
で
１
日
１ 

回
ま
で
と
い
う
貼
り
紙
を
貼
っ
て

あ
り
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま 

し
た
。
ま
た
、「
一
般
財
源
を
活
用 

し
て
い
る
が
、
商
業
用
自
動
車
も

無
料
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
市

民
に
と
っ
て
理
解
し
に
く
い
と
考

え
る
が
」
と
の
質
疑
に
「
電
気
自

動
車
の
普
及
と
い
う
観
点
で
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
受
益
者
負
担
を

考
え
、
在
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い

　

予
算
決
算

○賛成●反対△退席

※�会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、大志（ざま
大志会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

１２ 月 定 例 会 の 審 議 結 果

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会
【令和５年１１月２１日議決】

議提
25 座間市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
26

パレスチナ自治区ガザ地区における人道的休戦を求
める決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

【令和５年１２月１日議決】

99 令和５年度座間市一般会計補正予算（第９号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○
【令和５年１２月２０日議決】

84 令和５年度座間市一般会計補正予算（第１０号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

85 令和５年度座間市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

86 令和５年度座間市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

87 令和５年度座間市後期高齢者医療保険事業特別
会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

88 令和５年度座間市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

89 令和５年度座間市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

90 座間市職員定数条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ● ●2
△1 ○

91 座間市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1

●4

92 座間市非常勤特別職職員の報酬等に関する条例
の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

93 座間市常勤特別職職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1

●4

94
座間市職員の給与に関する条例及び座間市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯4
●1

95 座間市市税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯4
●1

96 座間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

97 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

98 市道の路線の認定及び変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

100 令和５年度座間市一般会計補正予算（第１１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

101 監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議提
27

都市公園等車両進入等の手続きマニュアルに関
する調査特別委員会の設置について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
28

医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等
を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
29

食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求
める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○

◯3
●1
△1

議提
30

認知症との共生社会の実現を求める意見書の提
出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会

議提
31

米軍ＣＶ－２２オスプレイの重大墜落事故とオ
スプレイ飛行に関する意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ◯4

●1

議提
32

政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意
見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
33 企業・団体献金の全面禁止を求める意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ◯4

●1
議提
34

介護保険制度をこれ以上後退させないことを求
める意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ◯4

●1

陳情
52

学校施設整備促進及び小田急相模原駅前歩行者
用デッキ（ペデストリアンデッキ）建設中止を求め
る要望に関する陳情

不採択 ● ○ ● ●
◯2
●2
△1

陳情
55

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス
制度）の延期、見直しを求める意見書を提出す
ることを求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ◯4
●1

陳情
56 公園のトイレ照明について改善を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯3

●2
陳情
67

国に対し、インボイス制度の実施延期を求める
意見書の提出を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯4

●1

陳情
68

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書の提出を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯4

●1

陳情
69

安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と
処遇改善を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯3

●2

陳情
70

介護保険制度の改善及び介護従事者の処遇改善
を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯4

●1

陳情
71

国民の命と健康を守るため、政府の責任で医
療・介護施設への支援を拡充し、全てのケア労
働者の賃上げや人員増を求める意見書の提出を
求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ◯4
●1

陳情
72 健康保険証廃止の中止などを求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯4

●1

陳情
73

学校給食において、極力栄養素を壊さない殺菌
（パスチャライズド殺菌）製法によるビン容器
の牛乳にすることを求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ◯4
●1

陳情
74

脱原発、脱炭素と再生可能エネルギーへのエネル
ギー転換の加速を求める意見書の提出を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯4

●1

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 　加�藤�　�学　　伊�藤�多�華　　上�沢�本�尚　　安�田�早�苗
日本共産党座間市議団 　星野久美子　　守�谷�浩�一

自民党・いさま
　内�藤�幸�男　　清�水�　�剛　　髙�波�貴�志　　熊�切�和�人
※荻�原�健�司　　竹�田�陽�介　　京�免�康�彦　　吉�田�義�人

ざま大志会 　松�橋�淳�郎（令和５年１２月１９日に脱退し、会派に属さない議員になりました。）
　美�濃�口�集　　川�﨑�高�一　　沖�本�浩�二

会派に属さない議員 　須�﨑�友�康　　長�瀨�未�紗　　安海のぞみ　　沖�永�明�久
※議長のため、表決には加わりません。

12
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き


